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 4）都市独立住宅， 5）官舎，（1）建家坪数，7）表向き，

 1．研究の目的

 　近世の武家住宅においては，これまで武家社会の上層

 階層である将軍・大名や旗本の武家住宅について主に研

 究される傾向にあった注1)。しかし，この階層以外の武

 家住宅については，各藩ごとの史料報告等の個別研究を

 除けば，史料調査も遅れており総合的に考察される段階

 に至っていないのが現状である注2)。史料の調査段階で

 あるにも関わらず，大名家中の武家住宅に対しては，将

 軍・大名や旗本の武家住宅からの影響注3)や，農家住宅

 との類似性が指摘されてきた注4)。また，これら大名家

 中の武家住宅は，明治以後の近代都市独立住宅の祖型と

 して指摘されてもきた注5)。このように，いろいろな観

 点から広範に議論されてきた大名家中の武家住宅は，近

 世以降の日本住宅史において極めて重要な研究対象であ

 る。しかし，これまで大名家中の武家住宅を研究する上

 で，その史料の全体像は明らかにされていない。

 　大名家中の武家住宅の史料としては，将軍・大名の武

 家住宅についての指図，仕様帳を中心とした史料だけで

 なく注6)，主な研究形式としては，目録主川，絵図舳，

 定法注9)，等の形式に見られるように藩が所有する住宅

 という性格から管理運用という観点から作成されたもの

 も多い。こうした史料は，これまで組織的に調査される

 ことがあまりなく，総合的な収集活動も行われてこなか

 った注10］。

 　また，大名家中の武家住宅は，住宅形式で分けると独

 立住宅と長屋の2種類あり，立地条件で分けると江戸藩
 　　　 邸内，国許の城下町，そして在郷町の3つに分けられる。

 従って，住宅形式と立地条件から大名家中の武家住宅は

 6つの種類に分類できる。本研究は，この内，既に報告

 された史料も多い国許の域下町に建てられた独立住宅を

 大名家中の武家住宅として最も一般的な住宅形式である

 と考える注11)。更に，大名家中の武家住宅は，これまで

 の上級の武家住宅の建築様式である書院造りの系統の中

 で論じられてきたが，独立住宅という共通の性質はあり

 ながら，敷地坪数，建家坪数，間取りには違いが認めら

 れる。

 　こうした視点から，本研究は，大名家中の国許の城下

 町における独立住宅の武家住宅（以後単に武家住宅と用

 いる場合は，この意味で使用する）に着目して，筆者が

 収集報告した史料を中心に，既に調査及び報告されてい

 る史料を含めて，それら史料が有する形式や記載内容に

 検討を加え，次に敷地坪数，建家坪数，間取り，部屋の

 仕様を明らかにする。特に，表向き部分と内向き部分の

 区分から建家坪数における両部分の割合について検討を

 加え，接客の場としての表向き部分と家族生活の場とし

 ての内向き部分の関連性を述べる。更に，近代都市独立

 住宅の祖型であるとの指摘について，管理運用という面

 において江戸時代に各藩で管理されていた大名家中の武

 家住宅と性格が類似する，明治政府の官舎住宅に着目し

 て，その史料の概要を述べ，建家坪数と建家坪数におけ

 る表向き部分と内向き部分の割合を求める。最後に，こ

 の建家坪数における表向き部分と内向き部分の割合の比

 較を行い，江戸時代の大名家中の武家住宅から明治初期

 の官舎住宅，即ち近代都市独立住宅への歴史的展開過程
 における共通性を述べよとするものである。

 2．大名家中の武家住宅に関する史料の概要

 2．1史料の形式と記載内容

 　本研究においては，これまで報告された史料の内，成

 立の年代が明らかで，その記載内容に検討が加えられた

 ものを中心として，表2－1にその史料名と成立年代を

 示す。表2－1に整理したように，こうした史料につい

 て，表題名，体裁，記載内容を検討すると，史料は城下

 絵図形式，目録形式，屋敷絵図形式，定法形式，法令形

 式，日記形式，台帳形式の7つに分類できる。今回の史

 料に限定して，各形式の史料が成立した年代順に並べる

 と，城下絵図形式の史料が，元禄年中に見られ，ほかの

 形式の史料が，表に示されたように，順に成立している

 ことが分かる注12)。

 　以下に，各形式の史料ごとに記載内容について述べる。

 （1）城下絵図形式

 　城下絵図に武家屋敷の屋敷割を描き，各屋敷割ごとに

 敷地坪数とそこに建つ武家住宅の建家坪数を記した絵図

 である注13)。こうした城下絵図は，藩の屋敷管理に当た

 る役方が，大名の移封に伴う家中の転居のために，城下
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表2－1　犬名家中の武家住宅に関する史料形式一覧表

形式　　　　　　　　　　　史料名 竺二

1．城下絵図形式　①高遠藩嶋屠氏時代高遼城図』

　　　　②吉河藩E古河御城内外総絵図』

元禄　　2（1689）年・元椥（1691）年

宝暦　13（1763）年

2．目録形式．　　①赤穂落「赤穂浪人明屋敷改帳』

　　　　②古河落嘱敗目録』

　　　　③淳山繕［拝領屋吸弓1渡帳』

元禄　M（1701）年
寛政　　2（1790）年

文政　　6（1823）年・天保13（1842）年

文化　　4（1807）隼・文政3（1820）年

天保　　6（1835）年・嘉永2（1㈱）年

3．屋敗絵図形式　①淳軽落湖家中屋籔建家図』

　　　　②淳山落嘱吸請取渡絵図』
　　　　③南部落繕士慶敷地並建家図面書上』
　　　　④高遺藩瑚家中屋籔絵図』

4．定法形式．　　①古河落嘱吸定法j

　　　　②尾張落喘木家文創
　　　　③備中松山落噸家中屋政定法覚帳』

宝暦　　5（1755）年

享和　元（1801）年

文化　3（1806）年
天保年聞（1830～18ω〕

宝暦　13（1763）年～文化8（1811）年

享和　元（1801）隼～文化2（180ヨ）年

安政　　5（1858）年

5．法令形式　　　①南都落噸焼之諸士諸医居宅普請坪蜘

　　　　②淳軽落嫁作建坪御定』
　　　　③尾張落嘱吸家作聞数艮割等』
　　　　④五島落噸家中並末々江被仰渡候法度竈』
　　　　⑤佐倉落「天保御制』
　　　　⑥相馬藩『給人以下諸法度j
　　　　⑦松代落「倹約令　家屠之御定』

安永

寛政

寛政

天保

天保

天保

嘉永

6．日言己形式　　　①飯田落嫁の記』 安永

　　　　　　　　　　　7．台帳形式　　　①飯田藩『福島家記録』

全体の武家屋敷の台帳を作成することを目的として，城
　　　　　　　　　　　ろくだか
下の武家屋敷の居住者の禄高や役職を踏まえて，居住者

名と敷地坪数と建家坪数を一覧できるように作成したも

のと考えられる。

（2）目録形式

　武家住宅1軒ごとに1冊作成されたもので，1軒ごと

に敷地規模，武家住宅の規模，間取り，細部の仕様と居

住者名，受取の日付を列記した目録である舳。これら

の目録には，居住者の署名，役方の黒印，日付が記され

ているので，家中に武家住宅を引き渡す際に，藩の役方

と家中の間で実際に取り交わされたものと考えられる。

（3）屋敷絵図形式

　この形式の史料の内，高遠藩『御家中屋敷絵図』には

敷地に関する記載が見られないが，ほかは各武家住宅ご

とに問取りを描き，部屋名と仕様を詳細に記している注15）。

これらは，藩の役方が，武家住宅の管理運用のための台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へんさん
帳として，地域ごとに絵図をまとめながら編纂したもの

と考えられる。

（4）定法形式

　各藩は，藩政改革の中で維持管理しなければならない

大名家中の武家住宅への出費負担を軽減するために，法

的な規定を設けなければならなかったと思われる。この

形式の史料は，家中の禄高や役職に応じた敷地規模，武

家住宅の規模，問取り，仕様，建築費まで記した文書で，

］部には間取りが描かれている舳」。従って，藩の役方

が武家住宅の新築や増改築のための標準仕様や規格を示

すために編纂したものと考えられる。

（5）法令形式

　大名家中の城下の独立住宅に対する法令は，当初敷地

規模を規制していた。その後，幕府が，寛永8（1631）

年に大名屋敷に対する梁間規制の後，明暦3（1657）年

文化

7（1778）年

m（1798）年

12（1800）年

2（1831）年

4（1833）年

11（1840）年

5（1852）年

7（1778）年～明治230890）年

2（1805）年以後

に大名以下のすべての武家住宅に対する梁間規制を発布

するに及んで，各藩は，寛文8（1668）年以後に大名家

中の武家住宅の梁間規制，梁問・桁行規制，建家坪数の

規制を発布した。この形式の史料は，藩の役方が，家中

の禄高や役職に応じて，武家屋敷について，敷地規模よ

りも武家住宅のそのものを重視した規制を行い，家中の

武家住宅の建家坪数，問取り，仕様についての規制を編

纂したものと考えられる沐17〕。

（6）日記形式

　禄高や役職の変化に伴い転居した武家住宅の間取りが

描かれ，冠婚葬祭の際の部屋の使われ方等を示した記載

がある舳。この形式の史料は，禄高や役職による身分

によって，大名家中の武家住宅が建築として規制されて

いたことを例証する史料になっている。

（7）台帳形式

　城下の武家住宅の敷地坪数，建家坪数，部屋名，建具

と天井の仕様，更に居住者名と禄高が記されいる沈’9〕。

この形式の史料は，藩の役方が管理運用のために武家住

宅の規模や仕様を順に記した台帳を作成していたものと

考えられる。

2．2大名家中の武家住宅と史料形式の関連について

　7つに分類した形式の史料について，その成立年代を

見ると，域下絵図形式，目録形式，屋敷絵図形式，定法

形式，法令形式，日記形式，台帳形式の順に作成されて

いる。

　この史料形式の成立順から，各藩において，藩主であ

る大名の家格や石高と，地域は異なるが，全般的な傾向

として大名家中の武家住宅の規模，間取り，仕様，建築

費が時代が降るに従い次第に規制され，法制化されてい

く過程を読み取ることができる。即ち，まず，はじめに，
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 藩の役方が城下の大名家中の武家住宅を管理するために

 必要であった屋敷絵図形式と域下絵図形式の史料を作成

 した。その次に，実際に藩の役方から大名家中に武家住

 宅を引き渡す時に取り交わされた目録形式の史料が作成

 された。こうした実際の武家住宅の管理運用に必要な文

 書が記録として整備された後に，各藩の具体的事例を編

 纂して，武家住宅を建てる場合の規模や仕様の基準を示

 す定法形式の史料が作成された。最後に，幕府から大名

 に出された火災の防備，質素倹約の励行，格式の厳守を

 目的とした禁令を踏まえ，禄高や役職に応じた大名家中

 の武家住宅の規模，仕様の規則を記した法令形式の史料

 が整備された。

 　以上のように，史料の表題名と体裁及び記載内容よ

 り7つに分類した形式は，日記形式と台帳形式の史料を

 除いて注20），具体的事例が法制化される過程において，

 成立年代順とその作成目的と実際の管理運用の面，即ち

 家中の武家住宅と藩との関係から，以下の3つに大別で

 きる。

 ①藩の役方の台帳であった屋敷絵図形式と域下絵図形式

 ②実際に藩の役方と家中の間で取り交わされた目録であ

 　る目録形式

 ③藩の武家住宅の基準や規則を示した定法形式と法令形

 　式

 　こうした大名家中の武家住宅は，現在の公務員住宅や

 社貝住宅に相当するもので，藩の役方は，新築，補修，

 転居の際には藩の所有物である武家住宅の管理運用のた

 めに畳や建具あるいは建物そのものにおける公有と私有

 部分の把握を厳しく管理する必要があったと思われる注21)。

 従って，大名家中の武家住宅の史料は，大名が幕府から

 布告されていたように，基本的には，火災の防備，質素

 倹約の励行，格式の厳守を踏まえながらも，公有と私有
 　　　 部分の峻別を重点にした，藩の所有物の実態を明らかに

 することと，それに伴う管理運用の形式を整えることを
 　　　　　　　　　　　　 目的としたものであったと見傲すことができる。

 3．史料に見られる大名家中の武家住宅の実態

 3．1規模，間取り，仕様の特徴

 　大名家中の武家住宅の史料は，前節で述べたように7

 つの形式を認めることができる。この中で，目録形式，

 屋敷絵図形式，定法形式の3形式の史料は，規模，間取

 り，仕様について詳細な記載内容がある。目録形式の史

 料は，今日の土地や住宅の権利書に匹敵するものである。

 屋敷絵図形式の史料は，武家屋敷の配置図と間取りを描

 いたものであり，図中に武家住宅の具体的な内容につい

 て記載されたものである。また，定法形式の史料は，武

 家住宅の規範を明示したもので，今日の設計における標

 準仕様書に相当するもので，一部では間取りを用いてい

 るものもある。その具体的な内容を整理したものが，表

 3－1である。この表に沿って，大名家中の武家住宅に

 ついて以下に検討する。

 （1）目録形式

 　　目録形式による史料としては，赤穂藩『赤穂浪人明屋

 敷改帳』，古河藩『屋敷目録』，津山藩『拝領屋敷引渡

 帳』がある。

 　赤穂藩『赤穂浪人明屋敷改帳』は，元禄14（1701）年

 に幕府に武家屋敷を引き渡すために，居住者に提出させ

 た改帳を綴った台帳である注22）。敷地の間口と奥行間数，

 武家住宅の内部においては，部屋名，部屋の仕様，付属

 屋について記されている。そのほかに，武家住宅全体の

 柱と畳数等の数量の総計が印されている場合がある。ま

 た，居住者名と日付が奥付けに明示されている。部屋名

 を検討すると，表向きとして玄関・座敷が，内向きとし

 ては居間や茶の間が各武家住宅に認められた。

 　古河藩『屋敷目録』は，寛政2（1790）年に家中が普

 請方から武家住宅を引き渡された時の目録と注23)，文化

 6（1823）年と19年後の天保13（1842）年に藩医が普請

 方に提出した目録である注24）。内容と．しては，上記の赤

 穂藩『赤穂浪人明屋敷改帳』と同様に，敷地の問口と奥

 行間数，武家住宅の内部においては，部屋名，部屋の仕

 様，付属屋について明示されている。しかし，本屋のみ

 　（主屋のこと）には，小屋と庇に当たる葺下部分の規模

 に関して，より詳細な記載が認められる。従って，武家

 住宅の増改築に関するより厳しい管理が行われていたこ

 とが伺える。この内容を整理すると，両者とも35坪前後

 の建家坪数であり，記載内容から，表向きとしては玄関

 と座敷，内向きとしては奥の問や茶の間から構成される

 武家住宅であることが分かる。一方，文化6年と天保13

 年の『屋敷目録』において，内向きの部屋の床仕上げ，

 建具と天井の仕様がより高級化した点，及び付属屋が増

 築された点が変更箇所となっている。従って，主屋の規

 模そのものの変更は認められず，生活部分に相当する部

 屋の拡充が計られたと考えられる。

 　また，津山藩『拝領屋敷引渡帳』は，文化4（1807）

 年，文政3（1820）年，天保6（1835）年，嘉永2（1849）

 年に作事方から家中に武家屋敷を引き渡した時の記録で

 ある注25)。これら武家住宅は，本来津山藩『屋敷請取渡絵

 図』に現れた武家住宅とは対になるはずのものであり注26)，

 原則的に作事所が保管する台帳である絵図と一致するは

 ずである。内容としては，古河藩『屋敷目録』に類似し

 たものである。即ち，敷地の間口と奥行間数，武家住宅

 の内部においては，部屋名，部屋の仕様，付属星につい

 て明示し，更に主屋の規模と屋根葺材料が記されている。

 この内容を整理すると，建家坪数は20坪前後であり，表

 向きとしては玄関と座敷，内向きとしては居間から武家

 住宅は構成されている。
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形式

1．目録形式

2．屋吸絵図
　形式

3．定’法形式

表3－1 大名家中の武家住宅の史料記載内容

　　　　　　…十1扇τ　一111㌘　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一トー一一一一一一一1．1赤鯛r赤穂浪人明融改働　幕舳・川表［1，裏桁の間数部屋名　　　　　　　　　f主竹鯛鴨居畳肝縁
　　元禄14（1701）年　　　　　　　　i赤穂杵番役　（言己入なしもあり）　畳，’薄縁．竈子．莚の枚数　　　　　　　　　　　　　　障子（窓・明・窓・襖）・板戸・
　　　表紙外題　　　　　　　　　　コ受城使・　　　　　　　　　　　唐紙，襖。戸，障子の種類と本数　　　　　　　　　　　　板戸，門戸，床板、木箆違子等の
　　　　r屋敷改帳」と居住者名．臼付　龍野藩脇坂　　　　　　　　　　釘隠，床の風袋戸棚・違棚の有無　　　　　　　　　　　の数1の合言十
　　　半紙袋仮綴　　　　　　　　　　家〕，及ぴ　　　　　　　　　　天井の種類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡屋敷改役　　　　　　　　　　　縁の種類と大きさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋敷改の日付と居住者の署名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（推定〕　1　　　　　　　　　敷台，箱段．追懸，刀懸、井筒の有無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　持仏堂，押人．炉．火燵．竈．水道の有無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯殿．雪隠，片戸．門．蔵，木部屡，長屋，馬屋の箇所数

1．2古棚r融目鋤　　　臓紡表通・裏行の卍撒楓棟立，小棟立・甑葺下・孫董τの梁行榊撒■屋雌弓■き渡された離者名
　　鰍。（17。。）年　　　　　　　　　　部屋名　　　　　　　　　立合人の姓名
　　　表紙外題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畳の種類と枚数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付
　　　「屋敷目録」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床、天井。壁の種類と数■　　　　　　　　　　　　　　　御普請方の黒印
　　　半紙袋仮綴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸，障子．窓の種類と本数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板張，縁の種類と大きさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床の聞．押入．竈の箇所
　　文化6（1823）年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯殿，雪隠．小用所、男部屋、井戸．門，下雪隠の箇所数
　　　表紙外題　　　　蹴仮目録河口祐卿」　御普1紡表通・裏行・裏幅の1概棟立，小棟立、鰍軒・鵜下σ漸・桁行悶数≡目雛出の日付と署名
　　　半紙袋仮綴　　　　　　　　　　　　　　　　闘数　　　　　　　部屋名
　　　　　天保13（1842）年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畳の種類と枚数
　　　表紙外題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床．天井．壁の種類と数量
　　　　r屋欣仮目録　河□祐卿」　　　　　　　　　　　　　　　　　　唐紙．戸．障子．窓の種類と本数
　　　半紙袋仮綴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板張，縁の種類と大きさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床の間，押入，竈の箇所数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯殿．雪隠，土蔵，小屋．井戸，門の箇所数

1．3淳山むr拝領屋政引渡帳』　　　　　御作事所　　表口・裏口・奥行の：母屋・付属屋（建添〕・下屋の梁行・桁行間数　　　　　　r引渡の日付
　　文化4（1807）年，文政3（lB20）年　　　　　　　間数　　　　　　　屋根葺材料
　　天保6（1835）年、嘉永2（1849）律　　　　　　　　　　　　　　　　　部屋名
　　　表紙外題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畳の種類と枚数
　　　　「拝領屋吸引渡帳　御作事所．　　　　　　　　　　　　　　　　床一天井の種類と数量
　　　　　屠住者名，日付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸。障子．窓の種類と本数
　　　半紙袋仮綴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板張．縁の種類と大きさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床の闘．押入．．竈の箇所数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トコ，押入，竈，箱段の箇所数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯殿，雪隠．門と仕様
2．1淳鰯r御家中屋腱家図』　作甑屋形状・辺の方位主屋の間取り　　　　　　　　半紙に’据住者名が言己され・町ごと
　　宝暦。（175。）年　　　肺　　表口・裏口・奥行の1部慶名・部屋の坪数　　　　　　　地域ごとに8冊‘こ編集されている
　　　表紙題籏　　　　　　　　　　　（椎定）　　閻数　　　　　　　床の種類　　　　　r御家中屋腱家図」　　　　塀・垣根の種類と問1襖，戸．障子、窓の種類と本数　　　　　建家坪数とその内訳として鰍土
　　　　　町名，地域名　　　　　数　　　縁の種類　　　　　　　　　間・齪（縁．庇）の坪数
　　　半紙袋仮綴　　　　　　　　　　床猟棚の座嚇りの有無　　　　　建具の内訳として戸・陥襖の種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　持仏堂．押込．流しの有無　　　　　　　　　　　　　　　　類と本凱畳の種顛と枚数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門，雪隠，井戸の位置　　　　　　　　　　　　　　　　貼紙で2階の間取り

2．。津山むr屋臓取渡絵図』　　御作靹形状　　　主屋，湯殿，雪隠，門・熊の醐り　　　　請取（揚鰍．拝領）をしたときの
　　享和元（1。。1）年　　　　　　1辺の閻数・方位部屋名，部屋の広さ　　　　　　　日付と居住者の名称
　　　表紙外題　　　　　　　　　　　　　　　　　塀の種類と聞敏　　　床（板，費子）の種類，天井の種類
　　　　　「享和元年辛酉年屋敷請取獲絵　　　　　　　　　　　　　　　　襖．戸，障子．窓の種類と本数
　　　　　図御作事所」　　　　　　　　　　　縁の種類
　　　半紙袋仮綴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床の間．押込，竈の位置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃戸の付置H鷲「箏烹111べ砥＿裟驚1欝1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯殿，雪隠，小用所の有無，井戸，門，木戸の仕様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（構造〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本屋の梁行1桁行問数，棟高の寸法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柱の断面寸法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梁，桁，床板，通貫、大引．土台の末口寸法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棟木，根太，闇柱の寸法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外回りの戸口数，敷屠，鴨居の有無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明障子，建臭の本数と種類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　讐子床の種類，畳寄の寸法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茅葺屋根の垂木の種類，茅軒［コの寸法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壁塗りの仕上げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敷地の高低直し．礎石や地業の方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小棟建の湯殿、雪隠の大きさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床張，壁、縁の積類，建具の本数と種類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　讐子床．土間，縁の大きさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茅葺屋根の垂木の種類．茅軒口の寸法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壁塗りの仕．ヒげ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通貫の本数と礎石の有無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建築費）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建築費の総書十
H1瀞融鯛　　菰11ぶ側〕　1驚1雛簸

　　　　　「御家中屋敦定法覚帳吉田姓　　　　　　　　　　　　　　　　　天痔。壁の種類　　　　半紙袋仮綴　　　　　　　　　鯛．窓の繊と本数　　　　　　門・湯殿・下雪隠の建顯と建鰍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縁の穫類と本数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の総言十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床の間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式台．戸口．雷隠の位置　　　　　　　　　　　　　　　倦写の署名と年付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「野山在処」の住宅に関して）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「弐番」　「三番」、　’五番」ぴl13つの武家住宅のみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髄、莚妄．明断数．雨戸数．板戸数
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 　以上のように，目録形式による大名家中の武家住宅を

 見ると，時代や地域が異なるにも関わらず，規模や基本

 となる部屋の構成において共通性が認められる。また，
 　　　　 赤穂藩は外様の5万石であり，古河藩は譜代の8万石で

 あり，津山藩は親藩の10万石であり，これらの地域では，

 大名としての家格や石高の相違が直接武家住宅の違いに

 反映されていない。これらの城下町を構成する主となる

 武家住宅は，20坪前後の建家坪数であり，表向きと内向

 きとも，共通する部屋によって構成されている。

 （2）屋敷絵図形式

 　屋敷絵図形式の史料としては，津軽藩『御家中屋敷建

 家図』と津山藩『屋敷請取渡絵図』がある。

 　津軽藩『御家中屋敷建家図』は宝暦5（1755）年に城

 下全体の屋敷改めを行った結果として作成した台帳と推

 定される注27）。即ち，藩財政に関わる大名家中の武家住

 宅の管理運営を統括する目的で作成されたものと思われ

 る。武家住宅については，町ごと地域ごとにまとめられ，

 それぞれの居住者名が記されている。更に，図の余白に

 建家坪数，その内訳として板敷，土間，懸足の坪数が記

 載されている。このように，当時の武家住宅の実態を明

 らかにする上で，貴重な史料である。史料を整理すると，

 建家坪数として，1OO坪を超える武家住宅も認められる

 ものの，20坪前後の武家住宅が全体の半数以上を占めて

 いる。更に，この主流となる20坪前後の武家住宅は，間

 取りにおいて，表向きとして玄関と広間と座敷の部屋か

 らなり，内向きとしては居間か常居から部屋が構成され

 ている。従って，このような構成が津軽藩における典型

 的な大名家中の武家住宅であったといえよう。

 　津山藩『屋敷請取渡絵図』は享和元（1801）年に作成

 された作事所の台帳である注28)。この絵図は前述したよ

 うに，津山藩『拝領屋敷引渡帳』と対になって作成され

 たものと推定される。この絵図も，『御家中屋敷建家図』

 と同様に，大名家中の武家住宅を管理運営する目的で作

 成されたものと推定される。記載内容は津軽藩『御家中

 屋敷建家図』と同様であるが，図の余白に建家坪数の記

 載は見られない。ただ，史料の何軒かの事例においては，

 居住者が変更された場合に，付箋で新規の居住者名及び

 その受取を行った日付が記されている。20軒の武家住宅

 において，建家坪数では17坪から37坪まで規模の違いが

 認められるが，全体としてみれば20坪前後の武家住宅が

 主流を占めているといえる。これらの武家住宅の内で典

 型的な部屋の構成を見ると，表向きとしては玄関・座敷，

 内向きとしては居間や茶の間から構成されていることが

 分かる。

 　この津軽藩と津山藩では，外様と親藩の違いはあるに

 しろ，藩の石高はほぽ10万石と等しく，同じような経済

 的な規模の藩であった。こうした背景からか，地域的に

 異なるにも関わらず，大名家中の武家住宅の構成には共

 通する特徴を見い出せるとも考えられる。

 （3）定法形式

 　定法形式の史料としては，古河藩『屋敷定法』と備中

 松山藩『御家中屋敷定法覚帳』がある。

 　古河藩『屋敷定法』は，宝暦13（1763）年～文化8（1811）

 年にわたる，大名家中の武家住宅に関する法令をまとめ

 たものであり，具体的な事例を編纂したものである注29)。

 この事例を総合的に検討することにより，大名家中の武

 家住宅の構成が細部にわたるまで明らかになる。具体的

 には，家中の8つの役職ごとに，それぞれの武家住宅の

 内容について記載している。敷地については一部不明で

 あるが，部屋名，仕様，柱と梁等の構造部材の寸法，軒

 高・棟高の寸法，及び建築費に見られるように，詳細な

 武家住宅に関する記述がなされている。

 　このように，身分制という封建社会にあって，大名家

 中の武家住宅は，厳格な規制を受ける武家住宅であった。

 とりわけ，年代が降るに従って，規制がより武家住宅の

 細部に及んだことが伺える。事実，文化8（1811）年の
 　　　　　　　　　　　　　　　　　 事例に至っては，付属屋である湯殿と雪隠までも建築費

 を厳格に規制されていた。こうした武家住宅の建家坪数

 は，10～35坪の範囲であり，建家坪数に応じて部屋の構

 成も規制されていた。しかし，こうした建家坪数の異な

 る武家住宅においても，共通する部屋名が認められる。

 即ち，表向きとして玄関・座敷，内向きとして茶の間が

 用意されていた。上述した古河藩『屋敷目録』で取り上

 げられている実際の大名家中の武家住宅においても，こ

 うした規制は，遵守されていたことが例証される。

 　備中松山藩『御家中屋敷定法覚帳』は，安政5（1858）

 年に，それまで実施した藩政改革に伴い，家中の帰農政

 策に付随した城下の武家住宅を新築する際の規制内容を

 整備したものである30)。従って，大名家中の武家住宅

 としてあるべき構成が表現されていると考えられる。内

 容としては，5段階に武家住宅を等級化し，それぞれ間
 　　　　　　　　　　　　　　　　　 取り，部屋名，仕様，建家坪数，畳と莚数，建具数等，

 及び建築費が記されている。この5段階の武家住宅はそ

 れぞれ，「壱番」から「五番」まで番号が振られ，最大

 の建家坪数が「壱番」の41．25坪であり，最小が「五番」

 の23．5坪である。このように，規模においては格差が認

 められるが，基本となる部屋の構成においては，共通す

 る特徴が認められる。即ち，表向きとしては玄関・座敷

 があり，内向きとしては居間がある。

 　古河藩は譜代の1O万石，一方，備中松山藩は譜代の5

 万石と，石高に見る経済的基盤は異なるものの，ともに

 厳格な規制を大名家中の武家住宅に対して行っていた。

 また，こうした規制にも関わらず，大名家中の武家住宅

 として表向きに玄関・座敷を持つ点は，武家住宅の構成

 における必要不可欠な特徴を示すものと指摘できよう。

 　以上のように，目録形式，屋敷絵図形式，定法形式と
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 大名家中の武家住宅に関する史料を検討した結果，検討

 した史料全体から，大名としての家格，また地域や各藩

 の経済的基盤の石高の相違にも関わらず，ある種の一定

 した武家住宅の特徴が明らかになった。即ち，大名家中

 の武家住宅の標準的規模は，20坪前後の武家住宅である

 可能性が高く，部屋名には地域的差が認められるものの，

 必要不可欠な部屋として表向きに玄関と座敷を敷設して

 いなければならなかったといえよう。換言すれば，大名

 家中の武家住宅という身分における格式を表示する上で，

 この2つの部屋が必要であったとも考えられる。

 3．2建家坪数と表向き部分の坪数，内向き部分の坪数

 　前節で検討した史料の中で，定法形式の古河藩『屋敷

 定法』と備中松山藩『御家中屋敷定法覚帳』は，大名家

 中の禄高や役職に対応した建家坪数と各部屋の広さが分

 かる。第2章第1節で述べた法令形式の7つの史料は，

 一様に家中の禄高や役職ごとの建家坪数を規制している

 が，間取りや各部屋の広さまでを規制したものはない。

 そこで，この2史料を用いて，建家坪数とその住宅にお

 ける接客の場に当たる表向き部分の坪数，家族生活の場

 である内向き部分の坪数の関係を検討する。

 　ここでは，前節で述べた目録形式，屋敷絵図形式の史

 料についても同様な検討が可能と考えられるが，本研究

 の次章で扱う明治初期の官舎住宅に関する史料が明治政

 府の規則に相当するものであるため，ここでは江戸時代

 の各藩で定められた定法形式の史料に限り検討を行う。

 住宅における接客の場に当たる表向き部分，家族生活の

 場である内向き部分の区分は，記録によりその機能を確

 認することができないため，部屋名，史料における言已載

 順，その部屋の仕様から判断する。既に，現在までの報

 告の中で，大名家中の武家住宅の間取りについて見ると，

 大名家中の禄高や役職に基づいた基準となる建家坪数が

 認められ，玄関・座敷を表向き，居間・茶の間等を内向

 きとする基本的な構成原理があることを指摘してきた注31)。

 具体的に2史料を見ると，古河藩『屋敷定法』において

 は，基本的に表向きは玄関・座敷，内向きは奥の間や茶

 の間か中の間と，台所を中心に構成されている。備中松

 山藩『御家中屋敷定法覚帳』においては，基本的に表向

 きは座敷と，玄関か客対，内向きは居間，物置，広敷，

 台所を中心に構成されている。この構成原理に沿って表

 向き部分の坪数と内向き部分の坪数を算出する。

 　古河藩『屋敷定法』におけるこの部分の記述は，宝暦

 13（1763）年，安永3（1774）年，天明8（1788）年の

 事例を文化8（1811）年以後に定法として編纂したもの

 である。一方，備中松山藩『御家中屋敷定法覚帳』は，

 安政5（1858）年以前に藩政改革の事例を定法として整

 備したものである。古河藩は譜代の土井家8万石，一方，

 備中松山藩は譜代の板倉家5万石と，石高に見る経済的

 基盤の違いや地域差は見られるものの，ともに譜代の大

 名として厳格な規制を大名家中の武家住宅に対して行い，

 江戸幕府の意向も十分反映した定法の策定を行っていた。

 古河藩『屋敷定法』

 　御用人以上　建家坪数　42．25坪

 　　　　　　　　表向き坪数　18．50坪（44％）

 　　　　　　　　内向き坪数　23．75坪（56％）

 　諸士　　　　建家坪数　17．75坪

 　　　　　　　　表向き坪数　6．00坪（34％）

 　　　　　　　　内向き坪数　11，75坪（66％）

 　御供小姓格　建家坪数　15．OO坪

 　御目見格　　　表向き坪数　4．00坪（27％）

 　　　　　　　　内向き坪数　11．00坪（73％）

 　御徒格　　　建家坪数　10．OO坪

 　無格小役　　　表向き坪数　3．OO坪（30％）

 　　　　　　　　内向き坪数　7．OO坪（70％）

 備中松山藩『御家中屋敷定法覚帳』

 壱番屋敷

 弐番屋敷

 三番屋敷

 四番屋敷

 五番屋敷

 建家坪数　41．25坪

 　表向き坪数　12．OO坪（29％）

 　内向き坪数　29．25坪（71％）

 建家坪数　37．75坪

 　表向き坪数　11．OO坪（29％）

 　内向き坪数　26．75坪（71％）

 建家坪数　34．75坪

 　表向き坪数　10．OO坪（29％）

 　内向き坪数　24．75坪（71％）

 建家坪数　33．50坪

 　表向き坪数　10．00坪（30％）

 　内向き坪数　23．50坪（70％）

 建家坪数　23．50坪

 　表向き坪数　6．25坪（27％）

 　内向き坪数　17．25坪（73％）

 （1）建家坪数

 　古河藩『屋敷定法』においては，御用人以上の42．25

 坪が最大で，役職に応じて，17．75坪，15坪，10坪の4段

 階で定められている。備中松山藩『御家中屋敷定法覚帳』

 においては壱番屋敷の41．25坪が最大で，番数ごとに，

 37．75坪，34．75坪，33．5坪，23．5坪の5段階で定められ

 ている。両方とも順に小さくなっている点から，備中松

 山藩『御家中屋敷定法覚帳』も役職に応じて建家坪数を

 規制していたと見てよかろう。建家坪数の最大は，古河

 藩が1坪大きいだけだが，最小を見ると古河藩が13．5坪

 も小さくなっている。これは，譜代の両藩が上限の規制

 を念頭に坪数を厳しくしているが，下限の規制を自由に

 行っていたことが分かる。また，備中松山藩『御家中屋
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 　敷定法覚帳』の成立が約50年新しいことから，備中松山

 藩はその間に上限の規制を変えなかったが，建家坪数の

 拡充を計っていたとも考えられる。

 （2）表向き部分の坪数と内向き部分の坪数

 　　古河藩『屋敷定法』において表向き部分の坪数を見る

 　と，御用人以下の18．5坪が最大で，6坪，4坪，3坪と

 なり，内向き部分の坪数を見ると，御用人以下の23．75

 坪が最大で，11．75坪，11坪，7坪となる。役職順に表向

 き部分の坪数，内向き部分の坪数とも小さくなっている。

 　備中松山藩『御家中屋敷定法覚帳』において表向き部

 分の坪数を見ると，壱番屋敷の12坪が最大で，11坪，10

 坪，10坪，6．25坪となり，内向き部分の坪数を見ると，

 壱番屋敷の29．25坪が最小で，26．75坪，24．75坪，23．5

 坪，17．25坪となる。古河藩の傾向と同様に役職順に表

 向き部分の坪数，内向き部分の坪数とも小さくなってい

 る。

 （3）建家坪数に対する表向き部分の坪数と内向き部分の

 　　坪数の百分率

 　古河藩『屋敷定法』において建家坪数に対する表向き

 部分の坪数と内向き部分の坪数の百分率を見ると，表向

 き部分の割合は44％から27％まで小さくなる傾向，内向

 き部分の割合は56％から73％まで大きくなる傾向にある。

 ここで，表向き部分の割合においては，御供小姓格と御

 目見格の方が27％と御徒格と無格小役の30％より小さく

 なり，内向き部分の割合においては，御供小姓格と御目

 見格の方が73％と御徒格と無格小役の70％より大きくな

 る逆転現象が見られる。しかし，役職が高くなれば表向

 き部分が拡充されるため表向き部分の割合が高くなると

 思われるが，建家坪数が小さくになるにつれて，表向き

 部分の割合は30％，内向き部分の割合は70％に収束して

 いく傾向が読み取れる。

 　備中松山藩『御家中屋敷定法覚帳』において建家坪数

 に対する表向き部分の坪数と内向き部分の坪数の百分率

 を見ると，壱番屋敷と弐番屋敷と三番屋敷の表向き部分

 の割合は29％，内向き部分の割合は71％と一定である。

 四番屋敷の表向き部分の割合は30％，内向き部分の割合

 は70％，五番屋敷では表向き部分の割合は27％，内向き

 部分の割合は73％と，建家坪数が小さくなるにつれて表

 向き部分の割合が小さくなり，内向き部分の割合が大き

 くなる傾向が役職の最下位とその次で古河藩と同様に逆

 転している。しかし，備中松山藩は古河藩とは異なり，

 建家坪数に関わらず，表向き部分の割合は29％，内向き

 部分の割合は71％に定められていたと考えられる。

 　以上から，定法形式の史料においては，大名家中の武

 家住宅は，建家坪数は約40坪強に上限が規制されており，

 その建家坪数における表向き部分が占める割合は約3割，

 内向き部分が占める割合は約7割にほぽ規制されていた

 と考えられる。

 4．明治初期の官舎住宅に関する史料と史料に見られる

 　　官舎住宅の実態

 4．1史料の概要

 　明治以後の近代住宅については，近代都市独立住宅，

 中流住宅，北海道における洋風住宅や開拓使官舎等々さ

 まざまな視点からの研究や報告が行われており，具体的

 な史料も紹介されている注32）。

 　明治維新後，大名家中が明治政府や藩・県の職員とし

 て登用されていく過程で，明治政府や藩・県は，江戸時

 代の各藩が定法により家中の武家住宅を管理運用したよ

 っに，その職貝の住宅，即ち官舎住宅を管理運用するた

 めに新しい法令や規則の整備を進めた。明治政府や藩・

 県は官舎住宅に関する新たな法令や規則を制定するに当

 たり，明治政府の政治基盤が築かれるおよそ明治10年頃

 までの間は，江戸時代の大名家中の武家住宅の定法に基

 づいて規制したのではないかと考えられる。そして，そ

 れらの法令や規則はその後の国家公務貝や地方公務員の

 官舎住宅の規制に受け継がれたのではないかと思われる。

 　このため，江戸時代における大名家中の武家住宅の歴

 史的展開過程を検討するために，前章で対象とした定法

 形式の史料と比較できる，明治期の史料として，明治10

 年頃までの明治初期における明治政府や藩・県の官舎住

 宅の独立住宅の規則に限定した。

 　本章では明治初期の明治政府や藩・県の官舎住宅の規

 則の史料の記載内容を検討して，特に建家坪数や表向き

 部分の坪数と内向き部分の坪数が分かる史料から，建家

 坪数における表向き部分の割合と内向き部分の割含を算

 出していく。これにより，定法形式の史料における江戸

 時代の大名家中の武家住宅と規則における明治初期の官

 舎住宅の関連性を，建家坪数と建家坪数における表向き

 部分の割合と内向き部分の割合の比較から明らかにする。

 　明治初期の明治政府の規則としては，以下の3史料が

 紹介されている。

 （1）開拓使本府『官舎建築規格』　明治2（1869）年

 　島判官が開拓使札幌本府建設のため札幌に携行した開

 拓使本府の官舎住宅の建家坪数とその住宅の部屋名と大

 きさを規制したものである注33）。

 次官役邸

 　46坪　玄関8畳　　御用談の間20畳　居間10畳

 　　　　寝所10畳　　女中部屋10畳　　次の間8畳

 　　　　侍部屋16畳　中間部屋10畳　　厩1ケ所

 判官・権判官役邸

 　32坪　玄関4畳　　御用談の間12畳　居間8畳

 　　　　寝所8畳　　女中部屋8畳　　台所8畳

 　　　　侍部屋8畳　中間部屋8畳　　厩1ケ所

 　　　　2軒
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 　大主典役邸

 　　26坪　玄関4畳　　御用談の間8畳　居間8畳

 　　　　　寝所6畳　　女中部屋6畳　　台所8畳

 　　　　　侍部屋6畳　中間部屋6畳　　厩1ケ所

 　　　　　6軒

 　小主典役邸

 　　18坪　玄関2畳　　御用談の間8畳　居間8畳

 　　　　　寝所6畳　　台所8畳　　　家来部屋4畳

 　　　　　6軒

 （2）大蔵省土木営繕課『県庁建物規則原案，官員居宅」

 　　明治4（1871）年

 　10万石以上の新置県を対象に，官舎住宅を支給する際

 に作成されたもので，建家坪数と畳数を規制したもので

 ある注34)。

 知事建築　80坪　畳数　80畳より100畳迄

 　　　　長屋　3軒　住居分　10坪

 　　（中略）

 　大属　建築　25坪　畳数　25畳より30畳迄

 　　（中略）

 　　　但し少参事以下長屋建之事

 （3）太政官『第舎貸渡規則』　明治5（1872）年

 　新置県で官舎住宅を新築する場合の役職や等級に応じ

 た建家坪数を規制したものである　。

 令権令

 参事権参事

 判任（自典事至権少属）

 史生及県掌

 等外

 建坪

 同

 同

 同

 同

 36坪

 同前

 25坪

 21坪

 18坪

 4．2建家坪数と表向き部分の坪数，内向き部分の坪数

 　前節で述べた史料の内で，開拓使本府『官舎建築規格』

 に記された部屋名から，玄関と御用談の間を表向き部分，

 居間以下の部屋を内向き部分と考えて，表向き部分の坪

 数，内向き部分の坪数，建家坪数における表向き部分の

 割合，内向き部分の割合を算出する。

 開拓使本府『官舎建築規格』

 　次官役邸　　　　　建家坪数　46坪

 　　　　　　　　　　　表向き坪数　14坪（30％）

 　　　　　　　　　　　内向き坪数　32坪（70％）

 　判官・権判官役邸　建家坪数　32坪

 　　　　　　　　　　　表向き坪数　8坪（25％）

 　　　　　　　　　　　内向き坪数　24坪（75％）

 　大主典役邸　　　　建家坪数　26坪

 　　　　　　　　　　　表向き坪数　6坪（23％）

 　　　　　　　　　　　内向き坪・数　20坪（77％）

 小主典役邸  建家坪数　18坪

 　表向き坪数　5坪（28％）

 　内向き坪数　13坪（72％）

 　建家坪数は次官の46坪を最大に，役職に応じて32坪，

 26坪，18坪の4段階で定められている。表向き部分の坪

 数は次官の14坪が最大で，順に8坪，6坪，5坪と役職

 に応じて小さくなっている。内向き部分の坪数も同様に

 次官の32坪が最大で，順に24坪，20坪，13坪と役職に応

 じて小さくなっている。建家坪数，表向き部分の坪数と

 内向き部分の坪数ともに，役職順に小さくなっている。

 　建家坪数に対する表向き部分の坪数と内向き部分の坪

 数の百分率を見ると，次官以下表向き部分の割合は30％

 から23％まで小さくなる傾向，内向き部分の割合は逆に

 70％から77％まで大きくなる傾向にある。ここで，表向

 き部分の割合においては，判官権判官（25％）と大主典

 （23％）の方が小主典（28％）より小さく，内向き部分

 の割合においては，判官権判官（75％）と大主典（77％）

 の方が小主典（72％）より大きくなる逆傾向が見られる。

 　開拓使本府『官舎建築規格』においては，建家坪数に

 関わらず，表向き部分の割合は30％以下，内向き部分の

 割合は70％以上を目標として規制されていたと考えられ

 る。即ち，明治初期の官舎住宅は建家坪数の上限を46坪

 に，建家坪数に対する表向き部分の割合を約3割に，内

 向き部分の割含を約7割に規制されていたと考えられる。

 5．大名家中の武家住宅と明治初期の官舎住宅の規模に

 　　関する関連性

 　江戸時代における大名家中の武家住宅の定法と，明治

 初期の官舎住宅の規則における建家坪数，表向き部分の

 坪数，内向き部分の坪数，建家坪数における表向き部分

 と内向き部分の割合の特徴を比較し，大名家中の武家住

 宅と官舎住宅に関する規制の共通点を述べる。

 ①役職に対応した建家坪数の規制があり，上限は50坪を

 　超えることはなく役職が下位になるに従い建家坪数，

 　表向き部分の坪数，内向き部分の坪数ともに小さくな

 　る。
 ②表向き部分を見ると，江戸時代においては玄関・座敷

 　があり，明治初期には玄関と，接客用の部屋で座敷と

 　同様な御用談の間があることから，同様な部屋の構成

 　になっている。

 ③内向き部分を見ると，江戸時代においては居間や居間

 　に相当する部屋を中心に台所，使用人部屋等があり，

 　明治初期には居間を中心に同様な部屋の構成となって

 　いる。
 ④建家坪数における表向き部分の割合と内向き部分の割

 　含を見ると，表向き部分の割合は約3割，内向き部分

 　の割合は約7割に規制されていた。
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 　ここで，建家坪数の上限が江戸時代の42．25坪から明

 治初期には46坪と僅かではあるが大きくなっていること

 と，建家坪数における表向き部分の割合と内向き部分の

 割合を見ると，江戸時代は表向き部分の割合を約3割，

 内向き部分の割合を約7割に規制しようとしていたが，

 明治初期になると表向き部分の割合が3割未満，内向き

 部分の割合が7割を超える規制があることは，江戸時代

 には接客のために表向き部分の格式の維持に規制が働い

 たのに対して，明治初期には接客部分としての表向きは

 残しながら，家族生活の場である内向き部分の拡大が進

 み，それが僅かながらの建家坪数の増加に影響した過程

 を示すものと考えられる。

 6．結　語

 　本研究では，近世から近代への独立住宅の歴史的展開

 過程を研究する一環として，近代都市独立住宅の祖型と

 して指摘されている，江戸時代の大名家中の武家住宅に

 関して国許の独立住宅に限定して全国的な史料調査を行

 い，その記載内容に検討を加えた。その結果を以下にま

 とめる。

 ①史料には7つの形式があり，その成立は法制化されて

 　いく過程に対応している。

 ②7形式の史料の内，目録形式，屋敷絵図形式，定法形

 　式の3形式の史料は，実際の管理運用と規制に用いら

 　れ，具体的に規模，間取り，細部の仕様の詳細が記載

 　された史料であり，大名家中の武家住宅の実態を把握

 　するためには不可欠な史料である。

 ③目録形式，屋敷絵図形式，定法形式の史料から，大名

 　の家格や石高，藩の地域に関わらず，標準的な建家坪

 　数，間取りにおいては玄関・座敷を基本とする表向き

 　と居間・茶の間等を基本とする内向きの部屋の構成原

 　理，各部屋ごとの共通した仕様，が認められた。

 ④定法形式の史料から，建家坪数は家中の禄高や役職に

 　応じて上限を規制されていたこと，建家坪数における

 　表向き部分の割合は約3割，内向き部分の割合は約7

 　割に規制されていた。

 　更に，大名家中の武家住宅に関する定法と同様に実際

 の規制を記した明治初期の官舎住宅の規則を比較すると

 以下の共通性が認められた。

 ⑤玄関と御用談の間を基本とする接客のための表向きと

 　居間，台所，使用人部屋等を基本とする内向きの部屋

 　の構成原理がある。

 ⑥建家坪数は役職に応じて規制され，上限は50坪を超え

 　ることはない。

 ⑦建家坪数における表向き部分の割合は約3割，内向き

 　部分の割合は約7割に規制されていた。

 　以上から，江戸時代の大名家中の武家住宅と明治初期

 の官舎住宅は，表向きと内向きの部屋の構成原理，建家

 坪数，建家坪数における表向き部分の割合と内向き部分

 の割合において共通性が認められ，明治初期の官舎住宅

 は，江戸時代の大名家中の武家住宅を祖型にしたものと

 考えられる。

 　今後は，目録形式や屋敷絵図形式を含めた史料につい

 て，建家坪数に関するだけでなく，間取り，細部の仕様

 から実態を明らかにし，明治初期の官舎住宅に関しての

 史料形式の分類とあわせて，更に両者の共通性を検討し

 ていく。

 　史料の記載内容の説明においては，名称は記載通りとし，煩雑
 さを避けるため「  」を省略した。
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